医療的ケア教育の実際と課題 by 武田 啓子
. はじめに
平成 25 年 3 月, 介護福祉士養成課程の教育内容は,
高度な介護ニーズに反映し, 人間と社会, 介護, からだ
とこころのしくみの 3領域に, あらたに医療的ケアが追
加され 4 領域となった1). それを受けて, 介護福祉士養





実施の基礎, ②喀痰吸引 (基礎的知識・実施手順), ③
経管栄養 (基礎的知識・実施手順), ④演習を提示して













けないと, 述べている. また, 藤原ら4)は, ｢医療的ケア｣
を開講するにあたり, 学生が利用者や医療的ケアのイメー
ジがついていることが効果的であると, 述べている.
本学は 4 年制課程であり, 3 年生を対象に医療的ケア
基本研修を 2014 年度に開講する. そのため, 2013 年に
4 年制課程の養成校の医療的ケア担当教員を対象に, 基
礎調査を行った. 結果, 医療的ケアの課題として, 基本
研修を開講している養成校(開講群)および非開講群とも
に ｢学生の理解度｣ ｢評価方法｣ があげられた. 非開講
群は 4割が ｢学生の興味関心｣ を課題としたが, 開講群
では 2 割に満たなかった. 演習の課題について, ｢演習
時間の確保｣ ｢演習進度｣ ｢学生の習得状況｣ があがり,
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属性 (性別, 年齢) および医療的ケア (基本研修) 教
育の概要を調査票に記載してもらう. その後, 約 30
分～60分の半構造化面接を実施し, その際インタビュー
ガイドとして, ①医療的ケアの授業の実際, ②授業の
課題, ③授業への対応, 工夫点を用いた. 調査内容は
事前に了承を得た後, IC レコーダーに録音した.



















複する, 学修内容が欠如するなど ｢学修内容｣, 教
科書の内容に関する ｢テキスト｣, ｢介護現場との乖
離｣, 卒業時に活用できるか不安とする ｢卒後への















らない学生も多く, 不安や戸惑い, 抵抗, 恐怖感を























































演習後の評価に, 教員 2 名でも時間外対応で
3～4か月を要した
延 14 日以上の時間外対応となった





は 1～3 回は学生同士でチェックさせ, 4～5 回を教員評価
する
次年度から 2 クラスとし, 教員も 2 名対応 (＋アシスタン
ト 1名) に変更した
グループ編成
1G の人数が 6～8 名のため, 授業時間内での
1人あたりの実施回数が少なくなった
1G の人数が 6～7 名のため, 学生の集中力が
欠ける



































間の確保｣ の難しさと同様の ｢時間的制約｣ および,
それに関連する ｢グループ編成｣ を抽出した. 演習項



















本学は, 3 年生の前期に医療的ケア (30 時間), 3
年生後期に医療的ケア演習 (喀痰吸引：30 時間), 医
療的ケア演習 (経管栄養：30 時間) を科目とし, 基
本研修を構成した. 演習では課題として述べられてい
た時間的制約を考慮し, 演習担当教員数は 7人とした.
教員は, 学生 3人を配置したベッド 1台を担当するこ
ととした.
. 調査対象















































カテゴリー化した. これらの分析は, 2 人の研究者で
行い, 双方の判断と解釈が一致するまで検討した.
. 倫理的配慮




有効回収数 34 人 (回収率 100％) であり, 性別は




い項目は, 救急蘇生法 (73.5％) であった. 次いで,
鼻腔内喀痰吸引 (35.3％) , 口腔内喀痰吸引






て, ｢清潔・不潔の知識｣ ｢手順｣ ｢基本・基礎的な
ケア｣ ｢観察項目｣ ｢報告｣ ｢根拠の重要性｣ ｢声かけ｣
｢手技｣ ｢苦手分野の認識｣ ｢将来現場で行う医療的
ケア｣ の 10 カテゴリーが抽出された.
医療的ケア演習を受講して, 一番難しいと感じた
内容として, ｢手順通りに実施｣ ｢手技｣ ｢清潔操作｣
｢声かけ｣ ｢報告｣ ｢観察項目｣ ｢医学的知識｣ ｢全て｣

























































26 年法律第 83 号)｣6) 等の施行により, 法律を改正し,
介護福祉士の医療的ケアの実施が 1年間延長された. そ
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